
　

デ
ジ
タ
ル
と
ア
ナ
ロ
グ
の
結
合
で
新
た
な
価
値
が

生
ま
れ
る
現
代
、
社
会
は
大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て

い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
で
世
の
中
の
不
確
実
性
は
加
速

度
的
に
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の

Society 5.0

に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
混
沌
の
中
で
本

質
を
見
極
め
、
顕
在
化
し
て
い
な
い
課
題
を
抽
出
し
、

既
存
の
価
値
観
に
縛
ら
れ
ず
全
く
新
し
い
切
り
口
で

発
想
で
き
る
人
材
だ
。
本
稿
で
は
、
次
世
代
の
教
育

で
鍵
を
握
る
「
Ｓス

テ

ィ

ー

ム

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
と
い
う
考
え
方
を
概

説
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
女
性
リ
ー
ダ
ー
育

成
の
事
例
を
紹
介
す
る
。

教
育
界
の
最
先
端
で
何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か�

─
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
か
ら
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
へ

　

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
と
は
何
か
。
そ
れ
を
理
解
す
る
に
は
、

そ
の
前
提
と
な
る
Ｓス

テ

ム

Ｔ
Ｅ
Ｍ
を
知
る
必
要
が
あ
る
。

科
学 

（
Ｓ
）・
技
術 

（
Ｔ
）・
工
学 

（
Ｅ
）・
数
学 

（
Ｍ
） 

の
頭
文
字
を
と
っ
た
造
語
だ
が
、
日
本
で
文
系
の
対

語
と
さ
れ
る〝
理
系
〟と
は
似
て
非
な
る
も
の
だ
。 

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
と
は
、
従
来
別
個
に
扱
わ
れ
て
き
た

理
数
系
の
学
習
を
融
合
し
、
実
学
と
し
て
活
性
化
さ

せ
る
こ
と
で
生
徒
の
科
学
技
術
リ
テ
ラ
シ
ー
を
高
め

よ
う
と
い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
21
世
紀
初
頭
か

ら
急
速
に
世
界
に
広
が
っ
た
。
シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で

は
子
ど
も
達
が
早
期
か
ら
楽
し
く
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
に
触
れ
、

地
元
の
Ｉ
Ｔ
企
業
が
協
賛
す
る
ロ
ボ
ッ
ト
競
技
大
会

は
ス
ポ
ー
ツ
の
決
勝
戦
さ
な
が
ら
に
熱
気
が
溢
れ
る
。

　

し
か
し
近
年
、
科
学
技
術
リ
テ
ラ
シ
ー
重
視
だ
っ

た
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
教
育
を
見
直
し
、
人
間
中
心
の
視
点
を

取
り
戻
そ
う
と
い
う
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
の
兆
し
が
、
ア
メ

リ
カ
の
研
究
大
学
を
中
心
に
芽
生
え
始
め
た
。
２
０

１
９
年
に
は
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
に
人
間
中
心
の

Ａ
Ｉ
研
究
所 

（
Ｈ
Ａ
Ｉ
） 

が
設
立
さ
れ
、
私
達
の
日

常
に
深
く
影
響
す
る
Ａ
Ｉ 

（
人
工
知
能
） 

の
技
術
開

発
を
巡
り
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
寛
容
性
が
複
眼
的
に

論
議
さ
れ
て
い
る
。「
格
差
を
埋
め
る
ア
ル
ゴ
リ
ズ

ム
と
は
？ 

多
様
性
を
包
容
す
る
技
術
と
は
？ 

本
当

に
人
の
た
め
に
な
る
Ａ
Ｉ
と
は
？
」。
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
科
学
者
と
哲
学
者
と
い
う
異
質
な
取
り
合
わ
せ

の
２
人
組
が
旗
振
り
役
を
務
め
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
や
科

学
者
だ
け
で
な
く
、
社
会
科
学
や
人
文
な
ど
多
彩
な

領
域
の
人
材
が
参
画
し
て
、
Ａ
Ｉ
を
巡
る
研
究
開
発

の
裾
野
を
広
げ
る
取
り
組
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
Ｈ

Ａ
Ｉ
の
人
間
性
を
重
視
し
た
科
学
技
術
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
は
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
の
適
例
だ
ろ
う
。

私
が
世
界
を
変
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い

─�
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
を
通
じ
たSociety�5.0

人
材
の
育
成
事
例

ス
カ
イ
ラ
ボ
共
同
代
表

ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
国
際
多
文
化
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
講
師

ヤ
ン
グ
吉よしは

ら原
麻まりこ
里
子
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特集 ポストコロナを見据えた新たな大学教育と産学連携の推進

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
人
材
を
育
成
す
る

ス
カ
イ
ラ
ボ
の
取
り
組
み

　

シ
リ
コ
ン
バ
レ
ー
で
活
躍
す
る
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
人
材

に
は
女
性
も
少
な
く
な
い
。
一
方
、
日
本
の
現
状
は

大
き
く
立
ち
遅
れ
、
大
学
で
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
を
専
攻
す
る

女
子
の
割
合
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
中
最
低
の
レ
ベ
ル
だ
。

重
要
な
の
は
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
領
域
の
男
女
格
差
は
Ｉ
Ｑ

な
ど
の
知
能
の
差
で
は
な
く
、
や
る
気
・
自
信
・
自

己
効
力
感（
セ
ル
フ
エ
フ
ィ
カ
シ
ー
）と
い
っ
た
非
認

知
能
力
が
関
与
す
る
点
で
あ
る
。
例
え
ば〝
リ
ケ
ジ

ョ
〟と
い
う
呼
称
に
は
「
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
を
学
ぶ
女
性
は

特
殊
で
例
外
的
」
と
い
う
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
見
え
隠
れ

す
る
が
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
が
足
枷
と
な
る
こ
う
し
た

日
本
社
会
の
規
範
を
見
直
し
、
女
子
学
生
が
も
っ
と

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
を
自
分
達
に
引
き
寄
せ
て
楽
し
く
体
験
す

る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
私
達
は
格
差
を
伸
び
し

ろ
に
変
換
で
き
る
。

　

ス
カ
イ
ラ
ボ
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
活
躍
す
る
女
性

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
向
け
て
中
高
生
向

け
に
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
提
供
す
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ

や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の
社
会
課
題
に
、
デ
ザ
イ
ン
思
考
と
英
語

教
育
を
掛
け
合
わ
せ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
だ
。
参
加
者

は
人
間（
ユ
ー
ザ
ー
）の
潜
在
的
な
ニ
ー
ズ
を
探
る
方

法
論
を
学
び
、
チ
ー
ム
で
協
働
し
て
プ
ロ
ト
タ
イ
プ

を
作
り
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
も
ら

っ
て
改
良
す
る〝
人
間
中
心
の
発
想
プ
ロ
セ
ス
〟を

体
験
す
る
。
こ
う
し
た
探
求
型
の
学
習
に
は
正
し
い

解
が
な
い
。
さ
ら
に
外
国
語
で
挑
戦
す
る
わ
け
だ
か

ら
、
最
初
は
困
惑
す
る
し
、
な
か
な
か
勇
気
が
出
な

い
。
そ
こ
で
私
達
は
①think out of the box

、

②give it a try

、
③fail forw

ard

と
い
う
意
識

づ
く
り
を
す
る（
図
表
１
）。

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
の
﹁
Ａ
﹂
は

リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
で
培
う

人
間
中
心
の
考
え
方

　

こ
こ
数
年
日
本
で
も
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
が
、
と
も
す
れ
ば
、
理
科
実
験
や
数
学

の
授
業
に
ア
ー
ト
を
取
り
入
れ
る
活
動
と
理
解
さ
れ

が
ち
だ
。
し
か
し
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
を
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
に
す
る

の
は
芸
術
や
デ
ザ
イ
ン
だ
け
で
は
な
い
。
Ｈ
Ａ
Ｉ
の

例
で
見
た
よ
う
に
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
の
奥
義
は
人
間
を

大
切
に
す
る
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ス
ト
と
し
て
の
視
座
で
あ

り
、
そ
れ
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
に
よ
っ
て
培
わ
れ
る
。

ア
ッ
プ
ル
の
共
同
創
業
者
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
ジ
ョ
ブ
ズ

が
他
界
す
る
半
年
前
に
語
っ
た
言
葉
に
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ

Ｍ
の
本
質
が
凝
縮
さ
れ
よ
う
。

「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
は
リ
ベ
ラ
ル
ア
ー
ツ
と
溶
け
合
う

こ
と
で
人
の
心
を
謳
わ
せ
る
」

　

哲
学
や
倫
理
、
歴
史
や
文
学
と
い
っ
た
学
問
体
系

を
学
び
、〝
人
間
と
は
何
か
〟を
徹
底
的
に
探
究
す
る

こ
と
で
、
私
達
は
人
間
へ
の
興
味
を
養
い
、
人
と
繋

が
り
た
い
、
人
を
繋
げ
た
い
と
い
う
世
界
観
を
育
む
。

そ
こ
に
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
の
高
い
専
門
性
が
加
わ
る
こ
と
で
、

世
の
中
を
変
え
る
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
誕
生
す
る
の

だ
。
先
端
的
な
科
学
知
識
や
技
術
の
習
得
だ
け
で
は

な
く
、
こ
う
し
た
「
視
座
」
を
次
世
代
に
育
む
こ
と

こ
そ
、Society 5.0

が
目
指
す
べ
き
教
育
の
あ
り
方

で
は
な
い
か
。

GIVE IT A TRY

ひとまずやってみる
アイデアは完璧でなくていい！

とりあえずプロトタイプにしてみて

フィードバックを得て改善していく

THINK OUT OF THE BOX

型にハマらず発想する
「そうあるべきだから」という

常識や前提から自分を解放して、

新しい視点で感じたり考えたりしてみる

FAIL FORWARD

つまずくことで飛躍する
失敗してつまずくのは

新しい経験に挑んでいる証しと考え、

経験と自信に変換して前進する

図表１　STEAM人材のマインドセット

参考：ヤング吉原麻里子・木島里江『世界を変えるSTEAM人材ーシリコンバレー「デザイン思考」の核心』
（朝日新書、2019年）第３章
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と
、
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
領
域
に
対
す
る
関
心
を
高
め
て
い
く
。

こ
う
し
た
研
究
の
結
果
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
還
元
し

て
、
エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
を
実

践
す
る
わ
け
だ
。

　

持
続
可
能
な
人
材
育
成
モ
デ
ル
を
構
築
す
る
た
め

に
は
産
業
界
・
自
治
体
・
教
育
機
関
と
の
連
携
が
肝

要
と
な
る（
図
表
２
）。
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育
の
理
念
に

賛
同
下
さ
る
企
業
に
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
の
一
環
と
し
て
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
運
営
に
必
要
な
資
金
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
ご
提
供
い
た
だ
き
、
自
治
体
に
は
や
る
気
あ
る
女

子
学
生
を
選
抜
し
て
い
た
だ
く
。
ス
カ
イ
ラ
ボ
は
国

内
外
の
教
育
機
関
と
協
力
し
て
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
に
関
心

の
高
い
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
の
学
生
を
集
め
、
コ
ー
チ
と

し
て
育
成
す
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ
る
実
践
で
全
国

か
ら
参
加
者
を
迎
え
、
教
育
機
会
の
地
域
格
差
是
正

を
後
押
し
す
る
。
２
０
２
１
年
度
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

は
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
中
部
、
近
畿
、
中
国
・

四
国
、
九
州
の
全
国
₇
地
方
区
分
、
そ
し
て
ア
メ
リ

カ
と
カ
ナ
ダ
か
ら
、
未
来
を
担
う
若
者
が
集
ま
っ
て

く
る
。
教
育
は
長
期
戦
だ
。
多
様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
と
和
協
し
な
が
ら
、
質
の
高
い
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教

育
を
少
し
ず
つ
全
国
に
普
及
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
る
。

︵
注
︶International Journal of ST

EM
 Education 8:14
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）
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ariko Y
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Y
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aekaw

a

）.

　

快
適
で
安
全
な
日
常
か
ら
出
て
自
ら

の
可
能
性
を
試
す
う
ち
に
、
参
加
者
の

瞳
は
徐
々
に
変
化
し
て
い
く
。
初
日
は

戸
惑
い
が
ち
だ
っ
た
彼
女
達
が
、
最
終

日
に
は
チ
ー
ム
で
協
力
し
な
が
ら
、
大

勢
の
前
で
堂
々
と
英
語
で
プ
ロ
ト
タ
イ

プ
を
発
表
す
る
。
そ
の
表
情
に
、
私
達

に
も
で
き
る
と
い
う
自
信
が
満
ち
る
。

企
業
・
自
治
体
・
教
育
機
関

と
の
連
携
で
普
及
さ
せ
る

エ
ビ
デ
ン
ス
ベ
ー
ス
の

Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
教
育

　

ス
カ
イ
ラ
ボ
で
は
、
科
学
的
手
法
に

基
づ
い
て
参
加
者
の
学
習
を
デ
ー
タ
と

し
て
収
集
・
分
析
し
、
実
証
研
究
に
基

づ
い
た
教
育
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま

で
①
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
へ
の
関
心
の
向
上
、

②
自
ら
の
創
造
性
に
対
す
る
自
己
効
力

感
の
増
加
、
③
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
に
持
つ
印
象

の
変
化
、
④
共
感
力（
エ
ン
パ
シ
ー
）の

向
上
、
⑤
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｍ
関
連
の
キ
ャ
リ
ア

に
対
す
る
意
識
の
変
化
と
い
う
₅
つ
の

領
域
で
変
化
が
見
ら
れ
た（
注
）。
グ
ロ
ー
バ

ル
な
課
題
に
取
り
組
ん
で
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ

の
Ａ
に
あ
た
る
人
間
中
心
の
視
座
を
育

む
こ
と
で
、
女
子
中
高
生
達
は
「
私
が

世
界
を
変
え
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い
」

自治体

国内外
の高校

企業

大学

質の高いCSR活動
の機会

STEAM教育による
次世代人材の育成

コーチ人材の
採用と育成

プログラム受講生
（女子中高生）
の公募と選抜

資金とボランティア
の提供

コーチ支援人材
（STEAM領域に関心のある
バイリンガル高校生）
の募集支援

コーチ人材
（バイリンガルの大学生・
大学院生）の募集支援

エビデンスに基づいたカリキュラム開発とオンライン教育
図表２　スカイラボのSTEAM人材育成モデル
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